
豊川市シティセールス戦略プラン

【2020年度版】

きらっと☆光る！ 
取り組み紹介

　豊川市は、まちの魅力を市内外へ効
果的にアピールすることで、市民のまち
への愛着と誇りを高めるとともに、地域
の活性化と持続的な発展を図ることを
目的とし、2012年に４カ年の豊川市シ
ティセールス戦略プランを策定しまし
た。そして、引き続きシティセールスを
推進していくため、2016年３月、新た
に戦略プランを策定しました。
　このたび、２020年度におけるシティ
セールスの取り組み状況をとりまとめま
した。その中から「きらっと☆光る」取り
組みについてご紹介します。



　市内の「オンリーワン・ナンバーワン製品・技術」をインタビ
ューを通して紹介します。
　平成 31 年 4 月号から掲載を始め、令和 2 年 3 月号までに
市内にある 22 の企業をインタビューを通して紹介しました。

 広報とよかわ「モノ・ヒト・シゴト」の作成　　　

 大作戦 1 わがまち発信大作戦

  いろいろ発信作戦

ゾッキ先行上映会舞台挨拶

　情報発信力のある市長等が、あらゆる機会で豊川市の魅力を
市内外へ売り込みます。
　新型コロナウイルスの影響により、ＰＲ機会は減少しましたが、
令和2年3月に行われたゾッキ先行上映会舞台挨拶では副市長が
出席し、市の魅力をPRしました。

 トップセールス　　　　

  よく見える発信作戦

青パトロール車による啓発活動

　広報媒体の効率的な運用や新規導入の研究など、情報を受け
取る方を意識した情報発信を行います。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、防災行政無線と青
色パトロール車を活用し、豊川市出身のアナウンサー・鈴木しお
りさんにご協力いただき、音声放送による啓発活動を実施しまし
た。

 多様な広報媒体の活用

　多くの方に豊川市を「知ってもらう」ため、さまざま手法で、まちの魅力を印象的に、
わかりやすく発信します。

きらっと☆光る！取り組み紹介

　返礼品の拡充を図り、とよかわ応援寄附制度について全国に情
報発信します。
　返礼品の種類を大幅に拡充したことにより、全国に配送される
地場産品の数量も大幅に増加しました。

 とよかわ応援寄附制度に関する情報発信

　中央図書館エントランスなどで、各課などの主要施策をＰＲす
る内容の企画展示を実施します。
　「とよかわの魅力たっぷり！」展を始め14課と、延べ28回のコラ
ボ展示を実施しました。

 図書館コラボ展示の実施

モノ・ヒト・シゴト

29

モノ、ヒト
シゴト。

TOYOKA
WA PROD

UCE

豊川市が
誇るモノ

づくりと、
それに携

わるヒト

を紹介し
ます。

　
機
械
へ
の
巻
き
込
ま
れ
や
転

倒
な
ど
に
よ
り
、
国
内
で
年
間

約
12
万
件
発
生
す
る
労
働
災

害
。ア
ジ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
で
は
、

現
場
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
危

険
を
疑
似
体
験
で
き
る
安
全
体

感
装
置
を
製
作
し
て
い
る
。

　「
現
場
に
潜
む
危
険
を
知
っ

て
も
ら
い
、
事
故
を
防
ぐ
対
策

を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と

が
労
働
災
害
を
減
ら
し
、
働
く

人
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
佐
藤
さ
ん
は
話
す
。

1指差し
確認の効

果を体感
できるシ

ミュレーシ
ョン装置

2滑り・転
倒体

感安全装
置で手す

りの重要
性を学ぶ

受講生3
約60項

目もの疑
似体験

が可能な
安全体感

研修セン
ター

アジアクリエイト株式会社

 常務取締役・佐藤 陽平さん

働
く
人
の
安
全
を
守
る

アジアクリ
エイト株式

会社

1989年
創業。産

業用工

作機械や
安全体感

装置の

設計・製
作を行う

機械メー

カー。ま
た、国内

外の企

業などか
ら依頼を

受け、安

全体感研
修事業を

展開し

ている。

本社：蔵
子7-11

-15

vol.

13
労働災害

ゼロを目指
して

1 2

3

実
体
験
か
ら
危
険
を
知
る

世
界
に
広
げ
る
安
全
教
育

　

作
業
現
場
に
潜
む
危
険
を
知

る
た
め
に
は
、
実
際
に
衝
撃
を

体
感
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
た
め
、
製
作
さ
れ
る

装
置
は
、
体
験
者
が
普
段
の
作

業
環
境
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
、
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い

る
機
械
と
同
規
模
の
能
力
と
な

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
。
直
接

衝
撃
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
目

で
見
る
よ
り
も
鮮
明
に
記
憶
さ

れ
、
感
覚
的
に
危
険
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
自
身
が
行
う
作

業
の
中
で
、「
何
が
危
険
で
、

ど
ん
な
時
に
危
険
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
」
に
気
付
い

　

地
域
に
よ
っ
て
は
安
全
教
育

の
レ
ベ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
不

十
分
な
地
域
も
あ
る
。中
で
も
、

ア
ジ
ア
地
域
は
労
働
災
害
の
発

生
件
数
が
比
較
的
多
く
、
対
策

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　「
今
後
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
安
全
教
育
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
る
佐
藤
さ
ん
。
労
働
災
害

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
今
後
も
、

全
て
の
働
く
人
の
安
全
に
挑
み

続
け
る
。

て
も
ら
う
た
め
、
装
置
の
納
品

の
際
は
、
指
導
員
立
ち
合
い
の

も
と
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
各
企
業
で
安
全
教
育
へ
の
意

識
が
高
ま
り
、
講
習
の
依
頼
は

年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

「
顧
客
か
ら
『
以
前
よ
り
も
安

全
管
理
に
対
す
る
姿
勢
が
変

わ
っ
た
』
と
の
声
を
聞
く
と
、

労
働
災
害
を
減
ら
す
一
助
に

な
っ
た
と
感
じ
る
」
と
話
す
。

平
成
27
年
か
ら
は
、
よ
り
多
く

の
人
に
講
習
を
受
け
て
も
ら
う

た
め
、
約
60
項
目
の
疑
似
体
験

が
で
き
る
安
全
体
感
研
修
セ
ン

タ
ー
を
開
設
。
こ
れ
ま
で
に
、

国
内
外
か
ら
5
千
人
以
上
の
受

講
者
が
訪
れ
て
い
る
。
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に
ト
マ
ト
の
成
分
を
分
析
し
細

か
く
配
合
を
調
整
す
る
作
業
が

重
要
に
な
る
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
世
界
各
国
に
あ
る
ト

マ
ト
生
産
拠
点
へ
技
術
者
を
派

遣
し
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

「
品
種
や
気
候
、
風
土
に
適
し

た
栽
培
管
理
や
、
生
産
工
程
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

な
ど
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
が

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
製
品

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

こ
れ
に
よ
り
、
い
つ
で
も
、
安

定
的
に
高
品
質
な
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
生
産
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

カゴメ株式会社 小坂井工場
生産管理課長・増部 興作さん

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
調
味
料

カゴメ株式会社

1899年創業。1908年、
日本で初めてトマトケチャッ
プの製造を開始。1957年
には小坂井工場を操業。現
在、トマトケチャップ全てを
小坂井工場で製造し、国内
トップシェアを誇る。

小坂井工場：伊奈町慶応23

vol.

14
食卓に笑顔とおいしさを

モノ、ヒト
シゴト。

TOYOKAWA PRODUCE

「
常
に
お
い
し
い
」
の
秘
密

　
カ
ゴ
メ
の
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
が
支
持
さ
れ
る
背
景
に
は
、

こ
だ
わ
り
の
原
料
と
品
質
が
あ

る
。
原
料
と
な
る
の
は
、
土
壌

や
気
候
、
品
種
な
ど
に
よ
り
、

甘
味
・
酸
味
・
う
ま
味
が
異
な

る
世
界
各
国
で
栽
培
さ
れ
た
ト

マ
ト
。
こ
れ
ら
を
絶
妙
な
バ
ラ

ン
ス
で
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
長
所
を

生
か
し
た
お
い
し
い
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
が
出
来
上
が
る
。「
難

し
い
の
は
い
つ
で
も
変
わ
ら
な

い
味
を
実
現
す
る
こ
と
。
事
前

時
代
に
合
わ
せ
た
変
化

豊川市が誇るモノづくりと、それに携わるヒト
を紹介します。

1世界各国から届いたトマトペーストの分析作業。甘味・酸味などの結果
から組み合わせを調整する2製造工程は全て機械化され、24時間稼働
している3栄養素などに着目し、ニーズに合わせた商品を開発している

1 2 3

　
食
文
化
の
変
化
に
合
わ
せ
て

改
良
を
重
ね
、
日
本
の
食
卓

に
定
着
し
て
き
た
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
。
現
在
で
は
、
健
康

志
向
や
時
短
な
ど
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
や
独

自
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。「
時
代

の
流
れ
に
合
わ
せ
、
皆
さ
ん
に

求
め
ら
れ
る
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
を
追
及
し
て
い
き
た
い
」
と

話
す
増
部
さ
ん
。
日
本
中
の
食

卓
に
笑
顔
を
届
け
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
お
い
し
い
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
作
り
続
け
る
。

　
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
カ
ゴ

メ
で
製
品
化
さ
れ
た
の
は
明
治

41
年
。
洋
食
の
普
及
と
と
も
に

需
要
を
伸
ば
し
、
今
で
は
、
食

卓
に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
と

な
っ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
誇
る
カ
ゴ
メ
で
は
、
家
庭
で

利
用
さ
れ
る
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
の
６
割
以
上
を
生
産
し
、
そ

の
全
て
を
小
坂
井
工
場
で
製
造

し
て
い
る
。
生
産
管
理
を
担
当

す
る
増
部
さ
ん
は
「
日
本
中
の

食
卓
へ
届
く
こ
と
を
意
識
し
、

一
本
一
本
、
思
い
を
込
め
な
が

ら
製
造
し
て
い
る
」
と
話
す
。
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昭
和
29
年
創
業
以
来
、
木
製

バ
ッ
ト
の
生
産
を
手
掛
け
る
白

惣
。
年
間
約
10
万
本
に
上
る
出

荷
量
は
業
界
の
6
割
を
占
め
、

国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

　「
一
本
の
バ
ッ
ト
に
、
木
材

の
選
別
、
切
削
、
塗
装
な
ど
、

各
工
程
を
極
め
た
職
人
技
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
」
と
、
製
造
を

統
括
す
る
岩
瀬
さ
ん
は
話
す
。

株式会社白惣製造部長・岩瀬 崇典さん

木
製
バ
ッ
ト
専
門
メ
ー
カ
ー

株式会社白惣

1954年創業。野球、ソフト
ボール用の木製バットを製
造。年間約10万本に上る出
荷量は国内トップシェアを誇
る。2018年からアメリカを
拠点に、オリジナルブランド
を展開している。

牛久保町常磐69

vol.
15

一打を支える職人技

モノ、ヒトシゴト。TOYOKAWA PRODUCE

理
想
を
叶
え
る
技
術

自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
世
界
へ

豊川市が誇るモノづくりと、それに携わるヒト

を紹介します。

110種類以上の道具を使い分け切削する2材料となるメイプルやホワイ

トアッシュなど、約10種類の木材を常時5万本以上保管している3海外

向けに販売しているオリジナルブランド「SPARK」のバット

1 2

3

　
バ
ッ
ト
の
製
造
は
機
械
化
が

主
流
と
な
り
、
量
産
が
可
能
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
用
の

バ
ッ
ト
は
選
手
が
求
め
る
形
状

や
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た

め
、
現
在
も
職
人
の
手
で
作
ら

れ
て
い
る
。

　
使
用
さ
れ
る
木
材
は
、
メ
イ

プ
ル
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ッ
シ
ュ
、

ア
オ
タ
モ
な
ど
の
約
10
種
類
。

硬
さ
、
密
度
、
し
な
り
具
合
と

い
っ
た
性
質
が
異
な
る
た
め
、

選
手
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
や
好

み
に
合
っ
た
木
材
を
選
別
す

る
。
そ
の
後
、
選
手
の
要
望
を

細
か
く
聞
き
取
り
な
が
ら
、
最

適
な
形
状
に
削
り
出
し
て
い

く
。
要
望
の
中
に
は
、「
飛
距

離
を
出
し
た
い
」「
振
り
抜
き

　
平
成
30
年
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

を
拠
点
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
る
白

惣
。「
世
界
一
バ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

が
多
い
、
野
球
の
本
場
で
の
挑

戦
。
自
社
が
持
つ
『
精
密
さ
と

美
し
さ
』
の
強
み
を
世
界
中
の

方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

岩
瀬
さ
ん
は
話
す
。
世
界
で
認

め
ら
れ
る
バ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
を

目
指
し
、
職
人
た
ち
の
技
術
探

究
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。 や

す
く
し
た
い
」
な
ど
感
覚
的

な
も
の
も
多
い
。
そ
れ
ら
を
形

に
す
る
た
め
に
は
、
長
年
の
経

験
で
得
ら
れ
る
バ
ッ
ト
作
り
の

知
識
が
必
要
と
な
る
。
極
め
て

緻
密
な
切
削
と
試
打
を
繰
り
返

し
、
選
手
が
思
い
描
く
理
想
の

バ
ッ
ト
へ
と
近
付
け
て
い
く
。

「
0
.
1
㍉
㍍
の
違
い
が
選
手

の
活
躍
に
直
結
す
る
。
試
行
錯

誤
の
末
に
出
来
上
が
っ
た
バ
ッ

ト
で
選
手
が
活
躍
し
た
時
、
職

人
た
ち
は
達
成
感
を
感
じ
て
い

る
」
と
語
る
。

職
人
一
人
ひ
と
り
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
、
理
想
を
形
に
す

る
技
術
。
こ
の
技
術
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
る
バ
ッ
ト
を
求
め
、

多
く
の
選
手
が
訪
れ
る
。

　豊川市の魅力をＰＲするための動画を活用し、多くの方の印象
に残る情報発信を行う。
　市内の観光地やイベントを紹介する映像を作成し、中央図書館
ホームページ「地域情報ライブラリー」で上映しました。

 ＰＲ動画の活用

シリーズ「豊川の歴史散歩」



　宇宙の知識を深めるプラネタリウム番組により、まちの魅力を
際立たせます。
　ジオスペース館でバンドとプラネタリウムのコラボレーションイ
ベントなどを行いました。

 特色あるプラネタリウムの活用　　　　

 大作戦 2 わがまち大好き大作戦

  わがまち学ぼう作戦

　「さくら」にまつわる施設やイベントを生かし、豊川市のイメ
ージを高めます。
　桜の開花情報を市ホームページで紹介したほか、桜トンネルの
適正管理のため、危険木の伐採と補植を行いました。

 「さくら」をキーワードにしたＰＲ　　　　

　豊川市の魅力を多くの方に改めて知ってもらうためのイベント
を開催します。
　とよかわ観光ものしり検定、ふるさと再発見講座などを開催し
ました。また、桜ヶ丘ミュージアムでは、郷土作家の作品の展示
を行いました。

 魅力再発見イベント　　　　

ほいとも祭2020

  わがまち輪となろう作戦

　豊川市に住んでいる人や訪れた人が感動するおもてなしの輪
を広げます。
　豊川稲荷、御油のマツ並木、牛久保地区、砥鹿神社などにボ
ランティアガイドを配置し、観光案内を行いました。

 おもてなし意識の醸成　　　　

　東三河で連携し、豊川市の魅力とともに広域的な魅力を発信
し、県内外の多くの方の関心をひきつけます。
　東三河広域観光協議会と連携し、イオン岡崎などでのイベント
でＰＲを実施しました。

 観光の広域連携　　　　

　多くの方に豊川市へ「興味を持ってもらう」ため、市民にまちのことを学んでもらう
取り組みや、市外のファンを増やす取り組みを行います。

きらっと☆光る！取り組み紹介

　民間などが開催するイベントなどを支援し、イベント視察・会
議などの活性化とシティセールスの強化を図ります。
　豊川駅前、豊川稲荷周辺商店街で、6つのイベントを同時に行う

「ほいとも祭2020」を支援しました。

 きらっと☆とよかわっ！イベントサポート制度の実施　　　　

佐奈川堤の桜と菜の花

郷土作家の作品展示



　レベルの高い競技にも対応できるよう改修した陸上競技場を
多くの方に使ってもらえるよう施設運営を行う。
　照明設備の整備に合わせ、利用時間を通年で午後 9 時までと
し、利用環境の改善を行いました。

 陸上競技場（第 3 種公認競技）の有効活用　　　　

　江戸時代の旅籠建物である大橋屋（旧旅籠鯉屋）を拠点とし
て周辺の文化財を活用します。
　はたご de あそぼう！など、東海道を生かしたイベントなどを開
催しました。 はたご de あそぼう！

大橋屋（旧旅籠鯉屋）の活用　　　　

 大作戦 3 わがまち魅力アップ大作戦

 歴史・文化芸術のバリューアップ

　重要な文化財である国分寺や国分尼寺をわがまちの誇るべき
資源とし活用していきます。
　三河国分尼寺跡史跡公園に多くの方が訪れて知っていただく
ため、各種講座を開催しました。

 国分寺、国分尼寺の活用

　開かれた文化施設を目指し市民の文化の核施設となることで、
地域の文化度向上に寄与します。
　展覧会に関連した講演会を開催したほか、ミュージアムに親し
んでもらえる子ども向けワークショップを開催しました。

全国高校駅伝大会出場激励会

 スポーツのパワーアップ

ボウリング教室

　全国高校駅伝大会に出場する高校を支援し、「駅伝のまち豊
川」を全国に発信します。
　全国大会出場に際し、豊川高校駅伝部に激励金を交付し、市役
所構内へのPR看板の掲出、激励会の開催などを行いました。

 高校駅伝の支援　　　　

　さまざまな競技のトップレベルの選手等とふれあうことができ
るイベントを開催する。
　プロボウラー・安藤瞳選手と澤田春花選手を招き、ボウリング
教室を開催しました

 トップアスリートとの連携　　　

　多くの方に豊川市を「選んでもらう」ため、さまざまな地域資源や取り組みなどを
分野ごとに整理し、まちの魅力をバランスよく高めていきます。

きらっと☆光る！取り組み紹介

 ミュージアム・ホールを核とした文化のまちづくり　　　



  祭り・イベントのショウアップ

中心市街地活性化イベント

　中心市街地に賑わいをもたらすイベントを商店街が自立的に
開催できるように継続的に支援します。
　いなり楽市、ほいとも祭、空き家見学ツアーなどのイベントに
対して支援や企画、運営面でのサポートを行いました。

 中心市街地活性化イベントの継続的支援　　　　

　祭礼が豊富なまちの特長を生かすため、開催情報を発信し、
来訪者数の増加につなげます。
　豊川市観光協会と連携し、ホームページやスポット図鑑、四季
ごとのお祭りチラシなどにより開催情報を紹介しました。

 地域の祭りの情報発信　　　　

  環境・自然のウェイクアップ

御油のマツ並木

　企業や団体等と連携し、環境保全に関わる人材育成や団体支
援を行い、豊川市の豊かな自然を守ります。
　環境学習講座や里山保全リーダー・フォローアップ講座を開催
して豊川市の自然について学ぶ機会を市民に提供し、啓発を図
りました。

 市民協働による自然環境の保全　　　　

　市内の巨木や名木を調査し、愛護啓発や専門家による保全を
行い、次代に引き継ぐことでわがまち豊川市の魅力を高めます。
　国指定天然記念物「御油のマツ並木」について、御油松並木
愛護会と御油小学校児童により樹勢回復を図るとともに補植を行
いました。

 巨木や名木の愛護啓発　　　　

  産業・都市基盤のグロウアップ

いなり楽市におけるＰＲ

　豊川市の魅力をアピールし優良な企業を誘致することで、自
主財源の確保や雇用の創出を図り、地域を活性化させます。
　豊川商工会議所と協力し、ポートメッセなごやで開催された「メ
ッセナゴヤ 2020 オンライン」に出展しました。

 企業誘致による工業振興　　　　

　Ｂ-1グランプリ後の新たな観光資源になり得る名物を開発する。
　観光協会のブランドプロジェクト事業との連携及び支援を行い、
ブランド品の周知・ＰＲを観光協会と連携して実施しました。

きらっと☆光る！取り組み紹介

 とよかわ名物の開発　　　　


